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■問 介護保険料………………本所長寿介護課☎内線183または各地域庁舎市民福祉課へ
■問 国民健康保険税…………本所課税課☎内線205または各地域庁舎税務担当へ
■問 後期高齢者医療保険料…本所国保年金課☎内線126または各地域庁舎市民福祉課へ

介護保険料・国民健康保険税・後期高齢者医療保険料

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

‐４月以降に受給する年金から仮徴収（差引き）が始まります‐
　次に該当する方は、４月に平成26年度保険料（税）の仮徴
収が始まります。今回お送りする通知書に記載されている
保険料（税）額は、平成25年度の状況を基に計算した仮の保
険料（税）額です。確定保険料（税）額については７月に改め
てお知らせします。また、６月以降に新たに年金からの差
引きが始まる方については、年金受給前にお知らせします。

※現在、既に年金からの
　差引きになっている方は…
　仮徴収額決定の通知書は送付しませんが、
引き続き、仮徴収として、原則２月に差引
きされた額と同額を４月・６月・８月に支
給される年金から差引きします。

■４月に新たに仮徴収が始まる方

　昭和23年４月３日～10月２
日生まれで、新たに年金からの
差引きの対象となった方
→４月上旬に仮徴収額決定通知
書をお送りします

65歳以上の方
《介護保険料》

　世帯主が昭和23年４月３日
～10月２日生まれで、新たに年
金からの差引きの対象世帯とな
った方
→３月中に仮徴収額決定通知書
をお送りしています

65歳以上75歳未満の方
《国民健康保険税》

　平成25年６月１日～10月２
日に後期高齢者医療制度に加入
し、新たに年金からの差引きの
対象となった方
→４月上旬に仮徴収額決定通知
書をお送りします

原則75歳以上の方
《後期高齢者医療保険料》

後　期国　保介　護条　件

①～③の全て
に該当する方①～⑤の全て

に該当する方

①と②の両方
に該当する方

①差引きの対象となる年金の額が年額18万円以上である

②差引きの対象となる年金が借入れ等の担保になっていない

③国民健康保険税または後期高齢者医療保険料のどちらかと、介護保険
　料を足した額が、年金額の半分よりも少ない

④世帯主が国民健康保険の被保険者である

⑤世帯内の国民健康保険被保険者の方全員が65歳以上75歳未満である

■年金からの差引きの対象となる方

年金からの差引
きが始まる時期

→
後期高齢者医療保険料

（後期高齢者医療制度に加入した日）介護保険料・国民健康保険税

平成26年４月平成25年６月１日～10月２日昭和23年４月３日～10月２日生まれ

　〃　６月平成25年10月３日～12月２日昭和23年10月３日～12月２日生まれ

　〃　８月平成25年12月３日～平成26年２月２日昭和23年12月３日～昭和24年２月２日生まれ

■年金からの差引きが始まる時期

※国民健康保険税と後期高齢者医療保険料は、年金
からの差引きから「口座振替」による支払いに変更
することができます。希望する方はお問い合わせく

ださい。介護保険料は、年金からの差引きになった
場合は、他の支払い方法に変更することができませ
んのでご了承ください。

年金からの差引き



広報つるおか　2014．45 ■日 ＝日時・期日・期間　■時 ＝時間　■場 ＝場所・会場　■定 ＝定員　■対 ＝対象・資格

ごみの減量、資源のリサイクルにご協力をお願いします 

連休期間中のごみ収集、ごみの分け方・出し方等について
■問 廃棄物対策課☎内線677

４月29日○火 　　　　 …通常収集します
５月５日○月 ・６日○火  …収集しません

生活・環境

葛ごみは自分の町内会のごみステーションに、指定
　された時間まで出してください。他の町内には出
　せません。
葛「ごみ収集カレンダー」で収集日を確認してくださ
　い。曜日違いのものは収集しません。
葛指定袋以外で出されたものや分別されていないも
　のは収集しません。
葛ごみが多い場合は、数回に分けて出すか、直接各
　施設に持ち込んでください（有料）。
　○もやすごみ…
　　クリーンセンター（市内宝田）☎22‐2849
　○不燃ごみ…
　　リサイクルプラザ（市内水沢）☎35‐3557

葛商店や飲食店、会社、医院、農林漁業等から出る
　「事業系ごみ」はごみステーションには出せません。
葛在宅医療に伴うごみは、医療機関・薬局等からき
　ちんと指導を受けた「感染性・危険性」のないも
　のだけ「もやすごみ」として収集します。
葛ごみの分別について詳しくは「生活系ごみの分け
　方・出し方」をご覧ください。ご家庭にない場合
　は、市役所本所・各地域庁舎、クリーンセンター、
　各コミュニティセンターで差し上げ
　ます。

■連休期間中のごみ収集

■ごみの分け方・出し方の基本ルール

■生ごみ処理機でエコライフ 
　補助金制度をご利用ください
■対象機器　電気式生ごみ処理機、
　　　　　　コンポスト容器等
■補助金額　消費税を除いた購入費用の３分の１以
　　　　　　内（100円未満切捨て、上限２万円。
　　　　　　補助対象数量は１世帯１基のみ）
■交付要件　市税を滞納していないこと　過去
　　　　　　にこの補助金を受けていないこと
■必要書類　補助金交付申請書　市税納付状況
　　　　　　の照会についての届出書　本市への
　　　　　　請求書　販売店の購入証明または領
　　　　　　収書　保証書の写し（電気式のみ）
※詳しくは市宛「廃棄物対策課」をご覧ください。

■資源回収運動に参加しましょう
　本市では、資源回収運動を実施した子供会、町内
会等の団体に対し、資源ごみの回収量に応じて報奨
金を交付しています。報奨金の交付を受けるには、
事前に登録が必要です。
　回収品目の古紙類には、ティッシュペーパーやお
菓子の箱等の雑がみも含まれます。
‐ごみの減量と資源のリサイクルにご協力ください‐

■問 廃棄物対策課☎内線677または
　各地域庁舎市民福祉課へ

市
政

荘
内
病
院
職
員
募
集

■
募
集
職
種
（
募
集
人
員
）・受
験
資
格
　
薬

剤
師
（
１
人
）
…
昭
和
　
年
４
月
２
日
以
降

55

に
生
ま
れ
、
薬
剤
師
免
許
を
取
得
し
て
い
る

方
　
■
採
用
予
定
日
　
平
成
　
年
８
月
１
日

26

■
試
験
日
時
・
会
場
　
１
次
試
験
…
５
月
　11

日
○日 
午
前
　
時
・
同
院
　
２
次
試
験
（
１
次

10

試
験
合
格
者
が
対
象
）
…
６
月
初
旬
・
同
院

■
受
験
案
内
・
申
込
書
の
交
付
　
申
込
書
は

同
院
総
務
課
及
び
本
所
職
員
課
で
交
付
し
ま

す（
市
宛「
職
員
採
用
情
報
」及
び
同
院
宛「
職

員
募
集
」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）。
郵
送

で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
受
験

案
内
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
宛
先
を
記
し
た

角
型
２
号
の
返
信
用
封
筒
、
１
４
０
円
分
の

切
手
、
応
募
職
種
・
連
絡
先
を
記
し
た
メ
モ

を
同
封
の
上
、
同
院
総
務
課
（
〒
９
９
７
‐

８
５
１
５
市
内
泉
町
４
‐
　
）
☎
　
‐
５
１

20

26

１
１
内
線
６
３
４
１
へ
　
■申 
４
月
３
日
○木 
～

　
日
○月 
に
同
院
総
務
課
へ
（
郵
送
は
４
月
　

21

21

日
の
消
印
有
効
。
市
宛
「
電
子
申
請
」
か
ら

も
手
続
き
可
）

下
水
道
使
用
料
等
審
議
会
 

公
募
委
員
募
集

　
公
共
下
水
道
事
業
や
集
落
排
水
事
業
、
浄

化
槽
事
業
に
お
け
る
使
用
料
、
受
益
者
負
担

金
、
分
担
金
及
び
事
業
運
営
に
つ
い
て
審
議

す
る
下
水
道
使
用
料
等
審
議
会
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

■対 
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
５
人
以
内
（
地

「ごみ収集カレンダー」と
「生活系ごみの分け方・出
し方」を確認しましょう
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日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
ま
す

▼
火
災
警
報
機
・
自
動
消
火
器
　
■対 
　
歳
以

65

上
で
市
民
税
非
課
税
の
、
避
難
が
著
し
く
困

難
な
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
（
要
介
護
２

以
上
ま
た
は
認
知
症
自
立
度
Ⅱ
ａ
以
上
）

▼
電
磁
調
理
器
　
■対 
　
歳
以
上
で
市
民
税
非

65

課
税
の
、
心
身
機
能
低
下
に
伴
い
防
火
等
の

配
慮
が
必
要
な
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等

（
要
支
援
２
以
上
）

▼
共
通
　
■申 
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

障
害
者
手
帳
の
交
付

　
手
帳
の
交
付
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

交
付
を
受
け
た
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
身
体
障
害
者
手
帳
　
■対 
手
・
足
・
目
・
耳
・

言
語
・
そ
し
ゃ
く
機
能
・
心
臓
・
腎
臓
・
呼

吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
小
腸
・
直
腸
・
肝
臓
・

免
疫
等
の
身
体
機
能
に
障
害
が
あ
る
方

▼
療
育
手
帳
　
■対 
発
達
期
に
知
的
機
能
の
障

害
が
み
ら
れ
、
日
常
生
活
に
制
限
の
あ
る
方

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
　
■対 
精
神
の

疾
患
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
制
限
の
あ
る
方

▼
共
通
　
■問 
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
６
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
　

健
康
・
年
金
・
医
療

平
成
　
年
度
 特
定
健
診
・
 

26

特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て

▼
特
定
健
診
　
来
年
３
月
末
で
　
歳
以
上
の

40

受
け
付
け
ま
す

認
知
症
高
齢
者
等
 

見
守
り
サ
ー
ビ
ス

　
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
が
外
出
す
る

と
き
や
介
護
疲
れ
で
休
息
し
た
い
と
き
等
に
、

見
守
り
支
援
員
が
訪
問
し
、
認
知
症
高
齢
者

等
の
見
守
り
や
話
し
相
手
等
を
し
ま
す
。

■対 
市
内
在
住
の
認
知
症
高
齢
者
等
（
　
歳
以

65

上
の
方
、
ま
た
は
　
歳
～
　
歳
の
要
介
護
認

40

64

定
を
受
け
て
い
る
方
）
で
、
認
知
症
高
齢
者

の
日
常
生
活
自
立
度
が
Ⅱ
ａ
以
上
の
方
　
■時 

１
か
月
当
た
り
　
時
間
ま
で
　
■費 
１
時
間
２

80

０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
。
利
用
料

は
利
用
時
間
帯
に
よ
っ
て
割
増
し
に
な
り
ま

す
）　
■申 
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
居
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎

内
線
１
９
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
へ
　
■他 
事
前
に
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す

る
方
へ
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

■対 
市
内
在
住
の
、　
歳
以
上
で
市
民
税
非
課

65

税
の
方
ま
た
は
　
歳
～
　
歳
で
要
介
護
認
定

40

64

を
受
け
て
い
る
市
民
税
非
課
税
の
方
で
、
通

院
等
の
際
に
車
椅
子
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
専

用
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が
不
可
欠
な
方
　
■内 
医

療
機
関
へ
の
通
院
や
入
退
院
の
た
め
、
リ
フ

ト
付
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に
、
１
枚

当
た
り
初
乗
り
運
賃
相
当
額
の
サ
ー
ビ
ス
券

を
月
４
枚
、
年
間
　
枚
を
限
度
に
交
付
　
■申 

48

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１

９
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）　
①
今
年
４
月
１
日
現
在
で

満
　
歳
以
上
の
方
　
②
市
内
に
住
所
を
有
す

20
る
方
　
③
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で

き
る
方
　
■申 
５
月
　
日
○月 
ま
で
申
込
書
を
上

12

下
水
道
部
下
水
道
課
（
〒
９
９
７
‐
０
８
１

９
市
内
の
ぞ
み
町
２
‐
　
）
☎
　
‐
５
８
６

10

25

０
、
思
　
‐
９
６
９
０
へ
（
郵
送
は
当
日
必

22

着
）　
■他 
詳
細
は
市
宛
「
各
種
審
議
会
等
」

水
道
事
業
経
営
審
議
会
 

公
募
委
員
募
集

　
水
道
事
業
の
円
滑
な
経
営
を
図
る
た
め
、

水
道
事
業
の
経
営
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る

水
道
事
業
経
営
審
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

■対 
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
４
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）　
①
市
内
、
三
川
町
に
住
所

を
有
し
て
い
る
、
ま
た
は
勤
務
・
通
学
し
て

い
る
方
　
②
今
年
５
月
　
日
現
在
で
満
　
歳

30

20

以
上
の
方
　
③
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出

席
で
き
る
方
　
■申 
５
月
　
日
○火 
ま
で
申
込
書

20

を
上
下
水
道
部
総
務
課
（
〒
９
９
７
‐
０
８

１
９
市
内
の
ぞ
み
町
２
‐
　
）
☎
　
‐
７
７

10

23

３
１
、
思
　
‐
９
６
９
０
へ
（
郵
送
は
当
日

22

必
着
）　
■他 
詳
細
は
市
宛
「
各
種
審
議
会
等
」

福
祉

民
生
委
員
児
童
委
員
が
 

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
次
の
方
が
民
生
委
員
児

童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▼
第
１
民
生
区
　
▽
睦
町
第
１
・
睦
町
第
２

…
成
田
え
つ
子
　
▽
双
葉
町
北
…
若
生
香
　

▽
城
南
町
（
東
部
・
中
部
・
南
部
）
…
阿
部

伸
　
▽
城
南
町
（
西
部
・
北
部
）
…
谷
川
皓

二
郎

▼
第
３
民
生
区
　
▽
家
中
新
町
（
南
）
…
横

山
順
子
　
▽
家
中
新
町
（
北
）
…
野
村
茂
樹

▽
日
和
田
町
一
部
・
大
宝
寺
字
日
本
国
…
田

部
井
丈
　
▽
主
任
児
童
委
員
…
渋
谷
修
一

▼
第
５
民
生
区
　
▽
道
形
町
西
…
菅
原
清
子

▽
大
宝
寺
第
２
…
丸
山
規
矩
雄
　
▽
末
広
町

東
部
…
富
樫
代
志
子

▼
第
６
民
生
区
　
▽
新
海
町
北
…
常
世
由
利

子
　
▽
道
田
町
北
…
成
澤
貞
雄

▼
第
７
民
生
区
　
▽
青
龍
寺
・
滝
沢
・
寿
…

八
幡
尚
美

▼
第
　
民
生
区
　
▽
湯
野
浜
２
町
内
…
井
龍

13

敬
子

▼
第
　
民
生
区
　
▽
西
沼
・
長
崎
…
菅
原
廣

14

子▼
羽
黒
地
区
　
▽
上
川
代
・
中
川
代
・
海
谷

森
・
執
行
坂
…
松
浦
一
夫
　
▽
西
荒
川
・
野

田
・
白
山
…
丸
山
晴
美

■問 
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
９

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

等
施
術
費
の
一
部
助
成

■対 
満
　
歳
以
上
の
方
　
■内 
市
と
協
定
し
て
い

70

る
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
等
か
ら

受
け
た
施
術
１
回
に
つ
き
１
、
０
０
０
円
の

助
成
券
を
交
付
（
年
６
枚
、　
月
以
降
の
申

10

請
に
つ
い
て
は
年
３
枚
）　
■持 
本
人
確
認
で

き
る
も
の
（
保
険
証
・
免
許
証
等
）、
印
鑑
　

■申 
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
　
■他 
鶴
岡
地
域

で
は
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
学

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）
で
も



広報つるおか　2014．47 ■日 ＝日時・期日・期間　■時 ＝時間　■場 ＝場所・会場　■定 ＝定員　■対 ＝対象・資格

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
県
外
の
医
療
機

関
で
受
診
し
た
場
合
は
、
医
療
機
関
窓
口
で

の
自
己
負
担
額
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

後
日
、
交
付
申
請
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■持 
印
鑑
、
領
収
書
、
健
康
保
険
証
、
福
祉
医

療
証
、
通
帳
（
未
成
年
の
場
合
は
健
康
保
険

で
扶
養
し
て
い
る
方
名
義
の
も
の
）　
■問 
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
平
成
　
年
度
の
年
金
額
が
変
更
さ
れ
ま
し

26

た▼
　
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
が
変
更
さ
れ

26
ま
し
た
　
４
月
分
以
降
の
保
険
料
は
月
額
１

万
５
、
２
５
０
円
で
す
（
年
間
保
険
料
は
　18

万
３
、
０
０
０
円
）。

▼
保
険
料
の
前
納
制
度
に
つ
い
て
　
保
険
料

１
年
分
を
一
括
で
４
月
　
日
○水 
ま
で
に
納
付

30

す
る
と
割
引
に
な
り
ま
す
。
納
付
書
で
納
付

す
る
場
合
の
納
付
額
は
　
万
９
、
７
５
０
円

17

（
３
、
２
５
０
円
の
割
引
）、
口
座
振
替
で
納

付
す
る
場
合
の
納
付
額
は
　
万
９
、
１
６
０

17

円
（
３
、
８
４
０
円
の
割
引
）
で
す
（
６
か

月
分
の
前
納
も
で
き
ま
す
）。

市
国
民
健
康
保
険
（
市
国
保
）
加
入
者
及
び

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
に
、
受
診
券
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
か
か
り
つ
け
医

で
の
受
診
を
希
望
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
加

入
者
に
は
、
５
月
末
に
送
付
し
ま
す
。

　
受
診
す
る
際
は
受
診
券
と
保
険
証
が
必
要

で
す
（
来
年
３
月
末
で
　
歳
以
上
の
方
は
介

66

護
保
険
証
も
必
要
）。
別
途
質
問
票
や
人
間

ド
ッ
ク
受
診
券
が
送
付
さ
れ
て
い
る
方
は
併

せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
か
か
り
つ
け
医
で

受
診
す
る
場
合
の
期
間
は
６
月
～
９
月
で
す
。

　
４
月
２
日
以
降
に
市
国
保
に
加
入
す
る
方

で
、
特
定
健
診
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
特
定
保
健
指
導
　
特
定

健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣

の
改
善
等
の
必
要
が
あ
る

方
に
対
し
、
健
診
実
施
機

関
ま
た
は
本
市
か
ら
特
定

保
健
指
導
の
案
内
を
お
送

り
し
ま
す
。
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
共
通
　
■問 
健
康
課
（
に
こ
樺

ふ
る
）
☎
内
線

３
６
７
、
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
６
２

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

７
月
１
日
○火 
か
ら
小・
中
学
生
の

医
療
費
の
無
料
化
を
実
施
し
ま
す

　
本
市
で
は
、
子
育
て
支
援
医
療
給
付
事
業

と
し
て
、
子
育
て
支
援
医
療
証
を
交
付
し
、

子
供
の
医
療
費
の
自
己
負
担
分
に
つ
い
て
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
小
・
中
学
生
に
つ
い
て
は
、
入
院

時
の
み
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
同
事
業

の
拡
大
に
伴
い
、
７
月
１
日
○火 
か
ら
全
て
の

小
・
中
学
生
の
医
療
費
の
全
額
助
成
を
、
外

来
・
入
院
の
区
別
な
く
実
施
し
ま
す
。
こ
の

拡
大
に
よ
っ
て
、
中
学
生
以
下
の
子
供
の
医

療
費
（
保
険
診
療
分
）
は
、
外
来
・
入
院
ど

ち
ら
も
無
料
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

（
入
院
時
の
食
事
療
養
費
等
は
助
成
の
対
象

外
で
す
）。

　
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
の
上
、

子
育
て
支
援
医
療
証
の
交
付
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
４
月
中
旬
に
、
対
象
と
な
る

小
・
中
学
生
の
保
護
者
へ
申
請
書
を
お
送
り

し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
封
の
返

信
用
封
筒
で
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
が
遅
れ
る
と
、
７
月
１
日
か

ら
の
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■申 
４
月
　
日
○水 
ま
で
本
所
国
保
年
金
課
☎
内

30

線
１
２
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

へ
福
祉
医
療
証
（
 身
・
子
・
親
 ）

を
お
持
ち
の
方
へ

　
福
祉
医
療
で
負
担
し
た
医
療
費
が
高
額
療

養
費
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
は
、
市
が
代
理

で
保
険
者
へ
高
額
療
養
費
請
求（
代
理
請
求
）

を
行
い
ま
す
の
で
、
書
類
の
提
出
に
ご
協
力

年
金
の
種
類

老
齢
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金（１

級
）

障
害
基
礎
年
金（２

級
）

遺
族
基
礎
年
金（基

本
）

老
齢
福
祉
年
金

年
額
（
月
額
）

　
万
２
、
８
０
０
円

77（
６
万
４
、
４
０
０
円
）

　
万
６
、
０
０
０
円

96（
８
万
５
０
０
円
）

　
万
２
、
８
０
０
円

77（
６
万
４
、
４
０
０
円
）

　
万
２
、
８
０
０
円

77（
６
万
４
、
４
０
０
円
）

　
万
５
、
９
０
０
円

39（
３
万
２
、
９
９
１
円
）

臨時福祉給付金・
子育て世帯臨時特例給付金

■問 本所福祉・子育て給付金事務室☎25‐2902

給付金の支給

　４月に消費税率が８％に引き上げられます。所得の
低い方や子育て世帯への負担の影響に配慮し、臨時的
な措置として臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給
付金を支給する予定です。
　給付を受けるためには申請が必要です（７月から受
付予定）。申請時期・方法等詳しくは決まり次第お知ら
せします。

■臨時福祉給付金
◎給付対象　今年１月１日に本市の住民基本台帳に登
　録されている方で、平成26年度分市民税の均等割が
　課税されない方（ただし、市民税の均等割が課税さ
　れている方の扶養親族等となっている方、生活保護
　制度の被保護者となっている方等は対象外）
◎給 付 額　給付対象者１人につき１万円（ただし、
　給付対象者が老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基
　礎年金、児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者
　等である場合は5,000円を加算）

■子育て世帯臨時特例給付金
◎給付対象　今年１月１日に本市の住民基本台帳に登
　録されている方で、今年１月分の児童手当を受給し
　た方（ただし、平成25年分の所得が児童手当の所得
　制限限度額以上の方、臨時福祉給付金の給付対象者
　等は対象外）
◎給 付 額　今年１月１日現在、０歳～中学３年生の
　児童１人につき１万円
　いずれの給付金についても、今年１月１日に本市　
　以外の住民基本台帳に登録されている方は、その　
　市町村から給付を受けることになります

■「臨時福祉給付金等詐欺」に
ご注意ください

　臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金の申請
や受け取りについて、市町村や厚生労働省の職員等が
ＡＴＭ（現金自動預払機）の操作をお願いすること、
手数料等の振り込みを求めること等は、絶対にありま
せん。



8

上
下
水
道
部
が
定
期
的
に
取
替
え
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
の
予
定
地
区
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
作
業
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　■
実
施
予
定
時
期
　
４
月
～
　
月
　
■問 
上
下

12

水
道
部
総
務
課
☎
　
‐
７
６
０
９
　
■他 
予
定

23

地
区
以
外
で
も
取
替
え
を
実
施
す
る
場
合
が

あ
り
ま
すそ

の
他

環
境
に
や
さ
し
い
店
登
録
店
で
 

小
型
家
電
を
回
収
し
ま
す

■日 
４
月
　
日
○土 
・
　
日
○日 
午
前
　
時
～
午
後

19

20

10

３
時
　
■場 
鶴
岡
協
同
の
家
こ
ぴ
あ
　
■
回
収

品
目
　
パ
ソ
コ
ン
（
Ｃ
Ｒ
Ｔ
モ
ニ
タ
ー
を
除

く
）、
携
帯
電
話
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
、
ゲ
ー
ム
機
　
■問 
本
所
環
境
課
内

「
環
境
つ
る
お
か
推
進
協
議
会
」事
務
局
☎
内

線
７
１
９
ま
た
は
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
６

７
７
へ

▼
当
月
口
座
振
替
（
早
割
制
度
）
も
お
得
で

す
　
そ
の
月
の
保
険
料
を
そ
の
月
の
末
日
に

口
座
振
替
で
納
付
す
る
と
、
月
額
　
円
割
引

50

さ
れ
、
保
険
料
は
１
万
５
、
２
０
０
円
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
前
納
・
早
割
制
度
を
利
用

し
た
方
が
、
会
社
等
に
勤
め
た
場
合
や
死
亡

し
た
場
合
等
は
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
の

資
格
を
喪
失
す
る
こ
と
と
な
り
、
資
格
を
喪

失
し
た
月
以
降
の
保
険
料
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

■問 
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
　
‐
５
０
４
０
、
本

23

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

税
市
税
口
座
振
替
済
通
知
書
を
 

お
送
り
し
ま
す

　
平
成
　
年
度
中
、
市
税
を
口
座
振
替
で
納

25

付
し
た
納
税
者
へ
「
口
座
振
替
済
通
知
書
」

を
４
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
納
付

額
の
確
認
用
と
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
な

お
、　
年
度
分
以
降
の
同
通
知
書
に
つ
い
て

26

は
一
斉
送
付
を
廃
止
し
、
希
望
す
る
方
の
み

に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■問 
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
１
９

確
定
申
告
や
市
・
県
民
税
申

告
が
お
済
み
で
な
い
方
へ

　
申
告
が
済
ん
で
い
な
い
と
、
所
得
・
課
税

証
明
書
を
発
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
が
必
要
な
方
は
税
務
署
へ
、
市
・

県
民
税
申
告
が
必
要
な
方
は
本
所
課
税
課
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
税
務
担
当
へ
速
や
か
に
申

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
既
に
確
定
申
告
を
し
た
方
で
、
計

算
違
い
や
所
得
・
控
除
の
追
加
が
あ
る
方
は
、

税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問 
確
定
申
告
…
鶴
岡
税
務
署
☎
　
‐
１
４
０

22

１
　
市
・
県
民
税
申
告
…
本
所
課
税
課
☎
内

線
２
０
１
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
税
務
担
当
へ

固
定
資
産
税
の
縦
覧
制
度
・

閲
覧
制
度

▼
縦
覧
制
度
　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、

自
己
所
有
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
等
と
他
の

土
地
・
家
屋
の
価
格
等
を
比
較
で
き
る
よ
う

に
、
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
　
■日 
４
月
１

日
○火 
～
６
月
２
日
○月 
　
■対 
納
税
者
、
納
税
管

理
人
、
納
税
者
の
代
理
人
、
納
税
者
と
同
世

帯
の
家
族
　
■費 
無
料

▼
閲
覧
制
度
　
納
税
義
務
者
は
、
固
定
資
産

課
税
台
帳（
名
寄
帳
）を
閲
覧
し
、
自
己
の
資

産
に
つ
い
て
登
録
さ
れ
た
内
容
を
確
認
で
き

ま
す
。
借
地
人
・
借
家
人
も
借
用
物
件
に
つ

い
て
閲
覧
で
き
ま
す
　
■対 
納
税
義
務
者
、
納

税
管
理
人
、
借
地
人
・
借
家
人
、
こ
れ
ら
の

代
理
人
、
納
税
義
務
者
と
同
世
帯
の
家
族
等

■費 
縦
覧
期
間
中
は
無
料
、
期
間
外
は
有
料

（
た
だ
し
課
税
台
帳
の
写
し
の
交
付
は
有
料
）

▼
共
通
　
■持 
免
許
証
等
（
代
理
人
は
委
任
状
、

借
地
人
・
借
家
人
は
契
約
書
等
が
必
要
）　

■場 
・
■問 
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
税
務
担
当
へ

生
活

浄
化
槽
を
設
置
・
交
換
す
る
方
へ

▼
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
へ
の
補
助
　

今
年
度
、
鶴
岡
地
域
、
羽
黒
地
域
の
対
象
区

域
に
合
併
浄
化
槽
（
５
人
槽
～
　
人
槽
）
を

10

設
置
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
合
併
浄
化
槽
に
交
換
す
る
方
へ
の
補
助

対
象
区
域
に
お
い
て
、
単
独
浄
化
槽
・
 汲
 み
く

取
り
便
槽
を
合
併
浄
化
槽
に
交
換
す
る
方
に
、

山
形
県
浄
化
槽
水
環
境
保
全
推
進
事
業
に
基

づ
く
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
排
水
設
備
工
事
を
行
う
方
へ
の
補
助
　
対

象
区
域
に
お
い
て
、
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す

る
に
あ
た
り
、
排
水
設
備
工
事
（
既
設
の
汲

み
取
り
便
所
の
改
造
ま
た
は
既
設
の
単
独
浄

化
槽
の
廃
止
を
伴
う
も
の
に
限
る
）
を
行
う

方
に
補
助
金
ま
た
は
融
資
あ
っ
せ
ん
及
び
利

子
補
給
金
の
交
付
を
行
い
ま
す
。

▼
共
通
　
■
対
象
区
域
　
公
共
下
水
道
・
農

業
集
落
排
水
・
漁
業
集
落
排
水
処
理
計
画
区

域
を
除
く
区
域
　
■申 
鶴
岡
地
域
・
羽
黒
地
域

の
方
…
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
２
０
　
そ
の

他
の
地
域
の
方
…
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎

　
‐
５
８
６
０
　
■他 
い
ず
れ
も
予
算
の
上
限

25に
達
し
次
第
終
了
と
な
り
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
委
託
検
針
員

が
替
わ
り
ま
す

■
変
更
地
区
・
検
針
員
　
大
山
地
区
（
中
柳

原
、
米
出
、
馬
町
）、
上
郷
地
区
（
水
沢
、
水

沢
駅
前
）、
茅
原
、
宝
田
、
陽
光
町
、
双
葉
町

…
高
橋
梨
沙
　
■問 
上
下
水
道
部
総
務
課
☎

　
‐
７
６
０
９
　
■他 
他
の
地
区
の
検
針
員
に

23変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

水
道
メ
ー
タ
ー
取
替
え
の
 

お
知
ら
せ

　
水
道
メ
ー
タ
ー
は
法
律
に
よ
っ
て
使
用
期

限
（
８
年
間
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

地
域

鶴
岡

藤
島

羽
黒

櫛
引

朝
日

温
海

実
施
予
定
地
区

本
町
一
丁
目
、東
原
町
、新
形
町
、家
中

新
町
、
城
北
町
、
日
和
田
町
、
朝
暘
町
、

大
西
町
、
白
山
、
矢
馳
、
大
淀
川
、
井
岡
、

下
清
水
、
湯
野
沢
、
平
成
町
、
友
江
、

栃
屋
、
下
興
屋
、
下
小
中
、
中
楯

三
和
、
上
蛸
井
、
上
中
野
目
、
下
蛸
井
、

平
足
、八
色
木
上
、八
色
木
下
、小
中
島

細
谷
、
押
口
、
瑞
穂
、
赤
川
、
希
望
ヶ
丘
、

松
ケ
岡
、
緑
ヶ
丘

桂
荒
俣
、
春
日
山
、
黒
川
下
、
田
代
、

馬
渡

本
郷

暮
坪
、
鈴
、
槇
代
、
小
岩
川
、
越
沢
、

菅
野
代

■内 ＝内容　■師 ＝講師・指導　■費 ＝費用・料金　■持 ＝持ち物　■問 ＝問合せ　■申 ＝申込み　■他 ＝その他　宛＝ホームページ
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病
院
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■問 
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
２
　

■他 
犬
を
制
御
で
き
る
方
が
必
ず
リ
ー
ド
等
で

つ
な
ぎ
、
ふ
ん
尿
の
後
始
末
が
で
き
る
よ
う

準
備
を
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い

消
費
税
率
の
改
正
等
に
伴
う
施

設
使
用
料
等
の
変
更
に
つ
い
て

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
　
各
学
区
・

各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
農
村
セ

ン
タ
ー
、
西
郷
地
区
農
林
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、

地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
の
一
部
が
、

７
月
１
日
○火 
に
変
わ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
各

施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
本
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
☎
内
線
１
２

１▼
社
会
教
育
関
係
施
設
　
中
央
公
民
館
、
各

地
域
・
地
区
公
民
館
、
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
東
田
川
文
化
記
念
館
、
大
鳥
自
然
の

家
及
び
旧
遠
藤
家
の
使
用
料
の
一
部
が
、
７

月
１
日
○火 
に
変
わ
り
ま
す
。
藤
沢
周
平
記
念

館
の
入
館
料
の
一
部
は
　
月
１
日
○水 
に
変
わ

10

り
ま
す
。
ま
た
７
月
１
日
○火 
か
ら
、
鶴
岡
ア

ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
開
館
時
間
が
午
前
９
時

～
午
後
９
時
　
分
と
な
り
、
館
内
西
側
の
空

30

間
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
交
流
広
場
と
し
て
夜

間
の
貸
出
し
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
各
施

設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
　
‐
４
８

57

６
６

地
球
環
境
に
も
優
し
い
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
 

ゴ
ー
ヤ
の
種
と
栽
培
用
ネ
ッ
ト
無
料
配
布

■日 
４
月
　
日
○木 
午
前
９
時
～
　
時
　
分
（
な

24

10

30

く
な
り
次
第
終
了
。
予
約
不
可
）　
■場 
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
　
■対 
市
民
・
市
内
事
業
所
　

■
配
布
内
容
　
ゴ
ー
ヤ
の
種
　
粒
と
栽
培
用

20

ネ
ッ
ト
（
３
ｍ
～
５
ｍ
四
方
の
廃
魚
網
）
の

セ
ッ
ト
、
ま
た
は
種
の
み
　
■
配
布
数

種
…
約
２
０
０
袋
　
ネ
ッ
ト
…
約
　50

個
　
■問 
本
所
環
境
課
内
「
環
境
つ
る
お

か
推
進
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
７
１

９
　
■他 
配
布
数
量
に
達
し
な
か
っ
た

場
合
は
同
課
（
本
所
６
階
）
で
配
布
し

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

農
商
工
観
連
携
・
６
次
産
業
化
相

談
窓
口
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
本
市
で
は
、
市
内
農
林
漁
業
者
・
商
工
業

者
等
で
農
商
工
観
連
携
及
び
６
次
産
業
化
に

取
り
組
む
意
欲
あ
る
方
々
の
相
談
に
応
じ
、

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
た
め
の
「
食
文
化
創
造
都

市
・
鶴
岡
 農
商
工
観
連
携
・
６
次
産
業
化
相

談
窓
口
」
を
本
所
農
政
企
画
室
・
商
工
課
、

各
地
域
庁
舎
産
業
課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
６
次
産
業
化
に
関
連
す
る
施
策
等

の
情
報
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
、
農

業
者
向
け
に
研
修
会
等
の
情
報
を
配
信
す
る

「
つ
る
お
か
・
ア
グ
リ
メ
ー
ル
」（
配
信
登
録

は
随
時
募
集
）に
つ
い
て
、市
宛「
農
政
課
」

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■問 
本
所
農
政
企
画
室
（
つ
る
お
か
農
商
工
観

連
携
総
合
推
進
協
議
会
）
☎
内
線
５
８
８
、

本
所
商
工
課
☎
５
９
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

産
業
課
へ

「
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
を
 

お
願
い
し
ま
す

　
４
月
　
日
○火 
～
５
月
　
日
○水 
は
「
み
ど
り

15

14

の
月
間
」
と
し
て
、
全
国
で
「
緑
の
募
金
」

活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
募
金
は
、
森

づ
く
り
や
街
の
緑
づ
く
り
、
学
校
の
緑
化
活

動
等
に
有
効
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
緑
化
活
動
を
行
う
団
体
へ
の
交
付

金
制
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
１
７
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ

４
月
９
日
○水 
～
　
日
○火 
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春
の
火
災
予
防
運
動

▼
消
す
ま
で
は
　
心
の
警
報
　
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま

住
宅
防
火
対
策
の
推
進
等
を
重
点
目
標
に
掲

げ
る
「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
を
実
施
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
空
気
が
乾
燥
し
火

災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
持
ち
、
安

全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

■問 
消
防
本
部
予
防
課
☎
　
‐
８
３
３
２

22

４
月
６
日
○日 
～
　
日
○火 
 

15

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

▼
運
動
の
基
本
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
」　
４
月
　
日
○木 
は「
交
通
事
故
ゼ

10

ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。
春
は
暖
か
く
な
り
、

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
の
行
動
が
活
発
に

な
り
ま
す
。
子
供
や
高
齢
者
を
思
い
や
り
、

道
路
横
断
時
・
交
差
点
に
お
け
る
交
通
事
故

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問 
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
７
９

山
菜
採
り
の
事
故
に
注
意
　!!

　
春
は
山
菜
採
り
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
出
掛
け

る
前
に
次
の
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▽
１
人
で
出
掛
け
な
い
　
▽
行
き
先
や
帰
る

時
間
を
家
族
に
知
ら
せ
て
出
発
す
る
　
▽
携

帯
電
話
等
の
通
信
手
段
を
確
保
す
る
　
▽
道

に
迷
っ
た
ら
む
や
み
に
動
き
回
ら
な
い
　
▽

早
く
出
掛
け
て
早
く
帰
る

　
な
お
、
ダ
ニ
を
媒
介
と
す
る
新
た
な
感
染

症
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
に
入
る
際
は
長
袖
を
着
用
す
る
等
肌
を
露

出
し
な
い
服
装
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。　

■問 
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
１
９

狂
犬
予
防
注
射
は
毎
年
春（
４

月
～
６
月
）に
受
け
ま
し
ょ
う

▼
４
月
・
５
月
に
全
地
域
で
集
合
注
射
会
場

を
設
け
ま
す
（
注
射
料
金
３
、
２
０
０
円
）　

登
録
済
み
の
方
に
は
３
月
末
に
案
内
ハ
ガ
キ

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
日
時
・
会
場
等
は
案

内
ハ
ガ
キ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
都
合
に
合

わ
せ
て
ど
の
会
場
で
も
注
射
を
受
け
ら
れ
ま

す
（
詳
細
は
市
宛
「
健
康
課
」）。

▼
犬
を
飼
う
場
合
は
市
へ
の
登
録
が
必
要
で

す
（
新
規
登
録
料
金
３
、
０
０
０
円
）　
注
射

会
場
で
も
新
規
登
録
や
登
録
事
項
の
変
更
手

続
き
が
で
き
ま
す
。
他
市
町
村
か
ら
転
入
し

た
方
は
、
前
所
在
地
で
の
鑑
札
を
必
ず
お
持

ち
く
だ
さ
い
（
鑑
札
を
な
く
し
た
方
は
別
途

１
、
６
０
０
円
が
必
要
）。

▼
狂
犬
病
予
防
注
射
・
登
録
は
動
物
病
院
で

も
行
え
ま
す
　
案
内
ハ
ガ
キ
を
お
持
ち
の
上
、

個
別
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。
料
金
は
各
動
物

【
訂
正
】
３
月
１
日
号
に
掲
載
し
た
特
集
「
鶴

×
×

岡
の
ま
ち
づ
く
り
 歴
史
・
文
化
 
人
 
ま

ち
」
の
う
ち
、「
絹
錬
」、「
羽
前
絹
錬
㈱
」
の

記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
（
２
ペ
ー
ジ
及

び
５
ペ
ー
ジ
）。
正
し
く
は
「
絹
練
」、「
羽
前

絹
練
㈱
」
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

平成25年度「鶴岡市グリーンカーテンコンテスト」
一般の部最優秀賞


